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研究成果の概要（和文）：朝鮮時代から日本の植民地期に至る時期において、朝鮮の人々が河川をいかに管理・
利用してきたかという課題を環境史的な視角から検証するために、関連資料の収集をおこなうとともに、7回に
わたり漢江や洛東江をはじめとする朝鮮半島内の主要河川において現地調査を実施した。その際、博物館や図書
館等、現地の研究機関を訪問して意見交換の場ももった。主に①交通・運輸、②治水・利水、③資源利用、④景
観・空間利用といった4つのテーマから接近を試み、その成果を論文や口頭報告として発表した。

研究成果の概要（英文）：In order to verify the issue of how Korean people managed and used rivers 
during the period from Joseon era to Japanese colonial era from the perspective of environmental 
history, we collected historical materials concerned with this subject,  and carried out fieldwork 7
 times in major rivers of the Korea Peninsula, including Han River (or Hangan) and Nakdong River (or
 Nakdonggan). At that time, we also had opportunities to visit local research institutions such as 
museums and libraries, and exchange opinions with researchers. Mainly we tried to approach from 4 
theme: ①Transportation, ②Flood Control and Irrigation, ③Resource Utilization, ④Landscape and 
Space Utilization, and published the result as papers and oral reports.

研究分野：朝鮮史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
環境史への関心の高まりにもかかわらず、朝鮮史ではこれまで環境に注目した研究がほとんどなされてこなかっ
た。そのようななかで環境史研究に本格的に踏み出した点、朝鮮半島と類似した自然環境を持つ日本やその他の
地域に関する知見を相対化する素材を提供した点に、本研究の学術的意義がある。河川は人間にとって最も身近
かつ重要な環境の一つであり、しかも現代において最も急激に変容した環境でもある。そうした河川と人間との
関係を環境史的に考えることは普遍的な課題である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究は、朝鮮半島における河川の管理・利用をめぐる歴史的諸事象を、朝鮮時代から日本の
植民地期まで（14世紀末～20世紀前半）を対象にして環境史的な視角から考察しようとするも
のである。環境史は近年になって注目を集めるようになった新しい研究分野である。しかし朝鮮
史においては研究者の関心が低く、河川をはじめとする水環境に関する研究も皆無に等しい状
況にあった。 
その一方で韓国では、漢江・洛東江・錦江・栄山江の四大河川再生事業を代表的事例として、
近年、河川開発をめぐる環境問題が大きく注目されるようになった。本研究の代表者・分担者は、
こうした現在の河川環境問題が論じられる際、人々が水環境といかに関わってきたのかという
問題意識が希薄であり、歴史的な経験に根ざした議論がほとんどみられない点に疑問を覚えた。
そして、今後の展望を開くためには歴史的視点を踏まえた議論を重ねる必要があり、現実社会に
生きる歴史研究者として何らかの社会的貢献が可能であるとすれば、まさにそうした議論のた
めの素材を提供することである、との思いに至った。 
本研究の代表者・分担者はこれまで何らかの形で海洋や河川に関する研究に携わってきたが、
特にそのうちの 3 名は四大河川再生事業に際して改修対象河川の水環境を緊急に現地調査する
必要性を感じ、2010-12年度に科学研究費補助金を得て、漢江を対象として流域各地での現地調
査および関連資料の蒐集・整理とそれに基づく実証的研究を試みた。この研究の遂行を通じて、
人類の生存に不可欠かつ人類にとって最も身近な存在でもある河川を対象とする環境史的研究
を、朝鮮半島を対象におこなうことの意義を再認識したことが、本研究を構想し開始する大きな
契機となった。 
 
２．研究の目的 
上述のように、本研究の目的は朝鮮半島における河川の管理・利用について環境史的視角から
考察することである。対象時期は朝鮮時代から近代移行期を経て日本の植民地期まで（14 世紀
初〜20世紀前半）とした。 
一口に河川の管理・利用といってもその範囲は多岐にわたるため、本研究では、①交通・運輸、
②治水・利水、③資源利用、④居住環境・景観の 4テーマを設定して、代表者・分担者が分担し
て研究を進めることとした。このうち①～③は人類にとって最も基本的かつ普遍的な河川との
かかわり方に関するものである。一方④はこれらとはやや次元を異にした河川利用の側面に着
目するもので、具体的には河川利用をめぐる人間関係や諸権利の問題、あるいは遊興空間として
の河川環境などを想定したテーマ設定である。いずれも人類が河川といかに向き合ってきたか
を考えるうえで不可欠の課題であることは贅言を要しない。 
研究期間である 4 年間に、上記の 4 テーマに関する史料蒐集と韓国での現地調査（主要河川
での関連史跡踏査と附近住民からの聴き取り調査、および現地研究機関等での意見交換や研究
情報の蒐集など）をおこない、研究の基盤を固めることを第一の目的とした。併せて上記の調査
活動を通じて得られた史・資料に基づき、環境史的視角からの実証研究を進めることを第二の目
的とした。これらの活動を通じて、河川を中心に据えた朝鮮環境史の創成を目指した。 
 
３．研究の方法 
本研究においては、韓国での現地調査を最も重視した。現地に赴き、景観をじかに確認するこ
とは重要な意味を持つ。朝鮮半島の河川は大陸河川に比べると日本の河川に近いが、河川工学的
および生態環境的にみると違いも少なくない。日本の河川と表面上は類似するだけに、文献調査
だけでは実像を十分に捉えることができない。そこで文献情報を現地で観察結果と突き合わせ
ることで精確な理解を期そうと考えた。さらに韓国の場合、産業化以前の伝統的な河川と生活と
の関係はダム開発が本格化する 1970 年代までは維持されていたので、現地住民からの聞き取り
調査は、伝統的な生活のサイクルのなかで河川や水辺がいかに位置づけられてきたかを考える
うえで今日もなお意義がある。 
本研究の代表者・分担者のうちの 3人は、すでに漢江に対して何度かにわたり現地調査を実施
した経験がある。本研究では朝鮮半島の河川環境の地域的偏差を考慮し、漢江だけでなく、その
他の河川でも調査をおこなうこととした。すなわち漢江とともに韓国の主要河川である洛東江・
錦江・万頃江・栄山江・蟾津江を主たる対象としたが、これらの河川は上記の 4テーマがそれぞ
れ濃密に絡み合い、かつ資料が相対的に豊富であって、調査対象として好適と考えたからである。
さらに、これらの河川流域とは大きく自然環境の異なる東海岸地域（太白山脈の東側の地域、大
河川がほとんど発達せず、平野に乏しい）の中小河川でも現地調査をおこなうこととした。これ
らの現地調査は各年度 2回ずつの実施することとした（最終年度のみ 1回）。 
また韓国での現地調査と並行して、朝鮮半島の河川との比較という観点から日本国内の河川
でも現地調査も実施する予定だったが、経費の関係もあり断念した。 
現地調査と併せて、文献蒐集と史料蒐集を進めることも研究基盤の確立という点で重要であ
る。韓国の諸研究機関が発行する各種調査報告書等、国内では入手しづらい文献の蒐集と目録化
を進めるとともに、前近代の官撰年代記や官撰・私撰の地理書・邑志等の地誌類、植民地期に作
成された各種調査報告書等から関連記事の抜粋と蒐集を実施することとした。 
このほか、本研究の進展状況を踏まえつつ、代表者・分担それぞれが上記①〜④のテーマにつ
いて個別に実証的研究を進めることにした。 



 
４．研究成果 
研究期間中、韓国での現地調査を合計７回実施した。具体的な日程と各回の調査地域は次のと
おりである。 
第１回 南漢江中流・北漢江と南漢江の合流部・南漢江支流蟾江（2016 年 9月 18日〜22 日） 

主要調査地：広州・南楊州・楊平・驪州・原州・横城 
第２回 錦江・万頃江（2017 年 3月 14日〜18 日） 

主要調査地：井邑・益山・完州・扶餘・公州 
第３回 洛東江中下流（2017 年 9月 22日〜25 日） 

主要調査地：星州・大邱・昌寧・密陽・梁山・金海 
第４回 洛東江下流・洛東江支流南江（2018 年 3月 13日〜17 日） 

主要調査地：漆原・宜寧・晋州・陜川・高霊・永川・清道・慶州・梁山 
第５回 洛東江上流（2018 年 9月 12日〜16 日） 

主要調査地：安東・礼安・奉化・栄州・醴泉・尚州 
第６回 栄山江・蟾津江（2019 年 3月 12日〜16 日） 

主要調査地：木浦・霊岩・務安・咸平・羅州・光州・潭陽・南原・求礼・河東 
第７回 東海岸地域（2019 年 8月 18〜22 日） 

主要調査地：襄陽・江陵・三陟・盈徳・浦項・蔚山 
これらの現地調査では、朝鮮時代から近代にかけての文献に確認できる水運拠点・渡船場・河
港などの跡地・推定地、朝鮮時代の漁場（官設の漁撈施設設置場所）推定地、江辺にある楼閣・
亭子などの歴史的施設等を踏査するとともに周辺住民に対する聴取り調査をおこなった。さら
に各調査地の行政機関（道庁・郡庁など）のほか、韓国農漁村公社東津支社・江景歴史館（以上
第２回）・釜山漁村民俗館・釜山市寄託近代歴史館・洛東江河口エコセンター（以上第４回）・儒
教文化博物館・国立洛東江生物資源館（以上第５回）・国立羅州博物館・国立光州博物館・蟾津
江魚類生態館（以上第６回）・内水面生命資源センター・三陟市立博物館・三陟市淡水魚展示館・
迎日民俗博物館・堤防遺跡博物館・蔚山博物館（以上第７回）などの施設を訪問し、関連資料の
提供を受けるとともに、施設関係者と情報交換したりその案内で関連史跡を訪ねたりした。いず
れも限られた期間での調査であり、必ずしも十分なものとはいえない。しかし四大河川（漢江・
洛東江・錦江・洛東江）を含め韓国の主要河川を一通り踏査できた点は、今後の研究に大いに資
するものと考える。 
現地調査を中心とする本研究の具体的な成果としては、（１）文献記録だけでは所在地が確定
しきれなかった水運拠点（税穀載船地）や河港・渡船場等の候補地を実見することで、それらの
うちいくつかについて現地比定のうえで有力な情報を得たこと、（２）朝鮮時代から存在する主
要な農業灌漑施設（跡地を含む）を実見し、文献上の記述と突合してその具体的立地状況を確認
できたこと、（３）近代における大規模水害の様相とその被災地を文献と突合して確認できたこ
と、（４）植民地期に日本人の入植者によって水利施設が大規模に整備された万頃江流域につい
て、現地研究施設の関係者の案内で植民地期に整備された灌漑用水路を詳細に辿り、関連資料を
蒐集できたこと、（５）これまでまったくといっていいほど論じられてこなかった朝鮮時代の河
川漁業について、文献に現れる当該期の漁場推定地を現地で確認できたこと、（６）朝鮮時代の
在地士族と河川景観との関係を知るうえで重要な意味をもつ各河川近傍の楼閣や亭子を訪ね、
その立地や設立の由来などに関する情報を蒐集できたこと、などをあげることができる。それら
の成果の一部は、代表者・分担者による論文や口頭発表として公表した。 
本研究は、近年学術的・社会的重要性を増しているにもかかわらず、これまでほとんど研究が
進んでいなかった朝鮮半島の環境史研究を河川という対象を通じて本格的に進めていく端緒と
なったといえる。目指すところの朝鮮環境史の構築にはいまだ課題も多く、さらに時間を要しよ
うが、日本をはじめ他地域の環境史研究の成果に朝鮮半島のそれを多少なりとも付け加えるこ
とができたとはいえるだろう。 
なお、朝鮮史研究会との共催で、本研究の成果と今後の課題を整理したミニ・シンポジウムを
下記の内容で 2020 年 3 月 30 日に東京大学にて開催すべく準備していたが、新型コロナウイル
ス感染症流行のため、中止のやむなきに至ったことは遺憾である。今後、事態の収束状況を見極
めつつ、あらためての開催を計画したい。 
報告：森平雅彦「朝鮮中期の洛東江上流域における「淡水魚生活」」 
長森美信「17世紀朝鮮士人（ソンビ）と河川空間―澗松趙任道と洛東江―」 
六反田豊「環境史からみた朝鮮時代の水利施設―堤堰と川防を中心として―」 
石川亮太「近代の開港場貿易と河川輸送」 
広瀬貞三「植民地期朝鮮における大同江改修工事と地域社会」 

コメンテーター：伊藤亜人氏（東京大学名誉教授） 
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朝鮮初期の財政制度と鄭道伝
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